
 

 

 

 

国際交流センター主催  

令和４年度「オンライン異文化交流プログラム ～協定校の学生と異文化を学ぶ～」 

募集要項 
 
 

１． プログラムの特色 

（１）国際交流協定校の学生との交流 

協定校の学生と英語/日本語でのコミュニケーションを通し、親睦を深めます。また学生主体

で話し合い異なる文化背景を持つ他者との相互理解について学びます。 

（２）海外留学へのステップ 

協定校の学生との交流を通じ、現時点での自分の語学能力と海外留学に必要な語学能力を知

り、留学に向けて明確な目標を設定できます。 

（３）テーマ学習 

テーマ学習では、SDGｓや環境問題などについて海外の学生との意見交換を通し、日本と海外

と価値観の違いを知ることはもちろん、日本を新しい角度から見つめ直すことができます。 

※ 参加にあたって、語学能力基準は設けておりませんが、本プログラムは英語でコミュニケーシ

ョンを行うアクティビティが含まれるので、ある程度の英語力が必要になります。 
 

２．プログラム日程（予定） 

① オリエンテーションガイダンス 

▶ガイダンス及びプログラム参加の意義と事前準備 令和５年１月３０日（月）午前中 

② 事前学習      

協定校学生との交流授業の準備として、異文化をテーマに英語による意見交換のトレーニン

グを行います。 

▶異文化間コミュニケーショントレーニング（１） 令和５年２月１４日（火）10：45-12：15 

▶異文化間コミュニケーショントレーニング（２） 令和５年２月１５日（水）10：45-12：15 

③ 国際交流協定校学生とのオンライン交流 

テーマをもとに協定校（カルガリー大学（カナダ）他）の学生とのディスカッションを行い

ます。 

▶オンライン交流（１）      令和５年２月１８日（土）10：00-12：00 

▶オンライン交流（２）       令和５年２月２５日（土）10：00-12：00 

※ 参加者は上記プログラムの参加を必須とする 

※ 実施内容については、協定校との調整により変更になる場合があります。 
 

３．募集人数 

１０名（最少催行人数４名）  

 

４．対象者 

 本学在学生（休学者を除く） 

 テーマ学習について、主体的に取り組むことができる学生 

 異文化に興味を持ち、柔軟に適応でき、英語でのコミュニケーションに意欲的に取り組める学生 
 

 



５．プログラム費用 

１０，０００円 

２月上旬に本学指定の口座にお振込みいただきます。 

 

６．申込方法 

専修大学ホームページ（下記ＵＲＬ）内にある「令和４年度オンライン異文化交流プログラム   

申込フォーム」より必要事項を全て入力し、送信してください。受付後、自動で返信メールが届き

ます。返信メールが届かない場合は、専修大学国際交流事務課（生田キャンパス 9号館 5階）まで

連絡してください。 

※ ドメイン指定を行っている場合、メールが受信できない場合があります。 

「@acc.senshu-u.ac.jp」を受信設定してください。 

   https://www.senshu-u.ac.jp/global/studyabroad/onlineprogram.html 

 

７．申込締切日 

  令和５年１月２７日（金）17：00 締切 
 

８．申込の確定 

① 応募者多数の場合には、先着順で参加者を決定いたします。 

② 令和４年度オンライン異文化交流プログラムの参加者の決定は１月２８日（土）頃メールでお

知らせします。 

③ 応募者が最少催行人数４名に満たなかった場合は本プログラムは中止となります。 

 

９．その他特記事項 

 本プログラムについては、単位認定の対象外となります。 

 参加にあたり各自でプログラム参加時に使用するパソコンを準備してください。 

（カメラ、マイクを使用できる状態で用意してください。なお、タブレットでも参加できますが、

パソコンを使用することを推奨します。） 

 オンライン利用のためのネットワーク環境は各自で準備してください。また、それにかかる費

用についても参加者の負担となります。 
 

１０． 問い合わせ先 

専修大学国際交流事務課（生田キャンパス９号館５階） 

TEL: 044-911-1250  E-mail: iaffairs@acc.senshu-u.ac.jp 

平日: 9:00～17:00 土曜: 9:00～12:00 

冬期休暇期間中（12/27～1/6）は窓口業務を行いません。 

 

以 上 
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